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１．留萌エコ村の経緯 
 

●「留萌ダム水源地域ビジョン」を『留萌エコ村』と名付けました。 
平成 22 年に留萌ダムが完成します。留萌ダムの整備と並行してダムを活かした水源地

域の自立的・持続的な活性化を図り流域内の連携と交流によるバランスのとれた流域圏

の発展を図ることを目的とした「留萌ダム水源地域ビジョン」を策定することになりま

した。 
留萌ダム水源地域ビジョンの策定は、ダム水源地域の自治体である留萌市、住民等が

ダム事業者・管理者と共同で策定主体となり進めてきました。 
具体的には、平成 18 年 10 月から「留萌ダム水源地域ビジョン検討会」をスタートさ

せワークショップなどを行いながらアイディアを出し、実践を行いながら進めてきまし

た。 
検討会、企画会議を重ねる中、ダム周辺の環境保全や楽しく交流する活動を地域全体

に広げていきたい思いから「留萌エコ村構想」案が提案されました。その中で、留萌ダ

ム水源地域ビジョンを広く知ってもらうためには、自分たちの活動や目指すところをわ

かりやすく伝えることが大切であり、そのために「留萌ダム水源地域ビジョン」を『留

萌エコ村』と名付けることとしました。 
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●実践しながら構想をつくってきました 
留萌エコ村の開村までには、平成 18 年度に出されたアイディアを基本に現地見学会や

試行活動など、できることから具体的に実践し、アイディアを検証し、そこに新たなア

イディアを加えながら、確実性のある構想にしてきました。 
試行活動は、委員が自ら企画会議で企画を検討し、準備や当日の運営にも参画して、

アイディアから活動の実施計画、当日の運営までを体験しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アイディア

実践 

検証 

構想 

計画 

できることから 
やってみよう！ 

平成18年度アイディア

自然体験・湖面利用

歴史文化・観光振興

食 など 

検証結果は、留萌エコ

村の構想や活動計画

に反映させる 

実践活動からメンバ

ーの交流と役割分担

を決めていく

構想・計画をさらに 
ステップアップ 

実践活動から 
アイディアを検証する
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２．水源地域ビジョンとは 
 
●水源地域ビジョンの概要 

留萌ダムができる周辺の地域で、ダムをうまく活用して地域が元気になるような取組

みを、地域の方々と実践していけるように、地域の方々と行政が協力して知恵を出し合

い、役割分担しながら「ビジョン」＝「計画」をつくり、実行していくことです。 
計画は、検討会を中心に市民の方々と関係行政機関が協力してつくります。 

 
 

■検討の体制 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■水源地域ビジョンのイメージ図 
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留萌市 

３．留萌市の概要 
 

●留萌市の概要 
留萌市は、北海道西北部における留萌

支庁管内の中心都市であり、水産加工を

基幹産業とし、さらに国の重要港湾を核

として、発展を続けています。 
市の地形を概観すると、東西に走る留

萌川を中心に両翼には平原、丘陵が続き、

南側の地形は比較的高度のある山並みが

あり、北部は低位な丘陵地です。市の中

心部は商店街によって形成され、南部に

は官公庁、学校、住宅地が広がっていま

す。 
豊かな自然に恵まれた留萌市は、西に

は日本海、南北には暑寒別天売焼尻国定

公園が連なり、暑寒別山系をはじめ夢の

浮島といわれる天売・焼尻が望まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○留萌市の人口（平成 20 年 3 月末現在、住民基本台帳） 

＞男     １２，５６７人 

＞女     １３，４５０人 

＞計     ２６，０１７人 

≫世帯数   １２，５８４世帯 

○市名の由来 

アイヌ語のルルモッペが語源。 

ルルは（汐）モは（静）ヲッは（ある）ペは（水）のこと。「汐が奥深

く入る川」という意味で、留萌市を流れる留萌川から名づけられている。
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●留萌市の農業 

留萌市は、稲作を中心に農業が営まれています。稲作の

他にはかぼちゃ、大根、キャベツといった畑作も行われて

います。 
特に、日本の水稲生産の北限である留萌地域は、道内有

数の良質米産地として高い評価を得ています。 
 

 
 
 
 
 
 

●留萌市の水産業 
ホタテ稚貝養殖、刺し網、さけ定置、たこ、うになどの

漁業が行われ、また、沖合では武蔵堆などの好漁場を擁し、

エビ、タラ漁業などが行われています。 
また、水産基盤整備のため漁港整備や魚礁等の設置を行

っており、併せて、ニシン・ヒラメ・サケ・アワビ・ウニ

などの種苗を管内各地で放流し、「獲る漁業」から「つくり

育てる漁業」への転換が図られています。 
 
 
 

●留萌市の林業 
留萌市の森林面積は総面積の半分以上を占め、公益的な

機能を重視した保全・管理がされています。 
近年、環境重視型社会の中で、多様な機能を持つ森林に

対する期待は高まっており、環境づくりの関係者と地域住

民が連携し、河川周辺の緑化事業や森林とのふれあいや理

解を深めるための体験学習などの取り組みがされてきてい

ます。 
 

■水稲の収穫作業 

■ニシン網外し風景 

■森の中での観察会 
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●留萌市の商工業 

商業は、大部分が規模の小さな商店であることや、人口

の減少に加え、購買力が札幌、旭川などへ流出しています。

このため、地域住民のニーズに的確に対応した魅力ある商

店街づくりを進めることが課題となっています。 
工業は、水産加工品を中心とした食料品製造が製造業の

主要業種となっています。 
 
 
 
●留萌市の観光 

留萌市の南北の海岸線は、「日本海オロロンライン」の愛

称で呼ばれ、海水浴シーズンを中心に多くの観光客が訪れ

ています。近年は、温泉を利用した施設の整備が行われ、

従来の通過型観光から通年・滞在型観光への取り組みが進

められています。 
留萌市と近隣の市町村は、日本海に面しているという地

域特性を生かし、1987 年から「日本海オロロンライントラ

イアスロン国際大会」が近隣の市町村を競技会場とした広

域イベントとして開催され、地域住民の連帯意識の高揚と

地域の活性化に寄与しましたが、2006 年の第 20 回大会を

節目としてその幕を閉じました。 
現在は、「うまいよ！るもい市」が定期的に行われている

他、夏の観光シーズンを中心に、各地の特産品を生かした

イベントが多数開催されています。また、留萌市「萌っこ

春待里」など、冬を積極的に楽しむ取り組みも盛んに行わ

れています。   
 

 

■るもい呑涛まつり 

■塩かずのこの加工 

■留萌市の主な観光資源
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４．留萌ダムの概要 
 

●留萌ダムの概要 
留萌ダムは留萌川河口から南東約 20km 上流のチバベリ地区で建設を進めています。 
留萌ダムは、平成 21 年 3 月初めより試験的な湛水を行います（試験湛水）。平成２２

年度からは、ダムの効果が発揮される見込みです。 
 

□地名の由来 ～チバベリ～ 
チは（われら）、バは（…の上）、ベは（水）、ルは（路）、すなわち「われらのかみ

手の水路」という意味です。 
 

■留萌ダムの位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■留萌ダム完成予想図 

 
 
 
 

留萌ダム 
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●留萌ダムのはたらき 
 
留萌川はその源を天塩山地の南端に発し、タルマップ川、チバベリ川などの支川を合

わせ、北西に流下し日本海に注ぐ、流域面積約 270km2、幹線流路延長約 44km の一級

河川です。 
留萌川は過去に幾たびとなく氾濫を引き起こし、特に、昭和 63 年 8 月の史上最大の

洪水では、市中心部は壊滅的な被害を被りました。その一方で、留萌川では夏期に流況

が悪化し、渇水となることが多く、豊かな水環境の保全のため、安定した流量供給が必

要とされています。 
また、留萌市は周辺部への宅地化の急速な進展・下水道の普及・市街地再開発・船舶

への給水など水需要が増加し、新たな水源の確保を必要としています。 
このような現状下、治水・利水を目的とした留萌ダムの建設が重要かつ緊急的なもの

として位置づけられました。 
 

【洪水調節】 
ダム地点に流入する洪水時の流量（計画高

水流量）430  /s のうち、400  /s をダムに

貯留し、ダム下流の水害を軽減します。 
 

※計画高水流量 

川の堤防工事などの基準で、その川（堤防等）が耐

えられる最高の流量 

 
 

【流水の正常な機能の維持】 
生活や産業のための用水や、川の動植物の

生息環境・水質・河川の景観を守る等、豊か

でうるおいのある川の流れを維持するため

の水を補給します。 
 
 
 

【水道水の補給】 
留萌市に対して日量 4,600  の水道用水の取水を可能にします。 

■昭和 63 年 8 月 洪水 

■留萌川 
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５．留萌エコ村とは 
 

●留萌エコ村とは 
留萌エコ村は、留萌ダム周辺の人材・文化・自然環境などを活かしながら、留萌ダム

を核として、市民が主体となって、これまで取り組んできている「種採り探検隊」など

の自然体験ツアーでの交流事業、留萌ダム流域の様々な地域資源を活かした体験活動、

天然資源を活用したバイオエネルギー開発の可能性を探る環境活動など幅広く実施する

ものです。 
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●留萌エコ村の資源 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海と川と湖、それぞれ違う魅力 
水辺の安らぎ感 
ダム周辺の自然景観 
雄大なダム湖 
ホタル・サギ・タカなどが生息する貴重な自然環境 
右沢の奥の温泉 

自然

サケ・秋アジ、ヤツメウナギ・ヤマベ・マス・ワカサギなどの川魚 
舞茸・なめこなどの豊富なきのこ 
山わさび・コクワ・マタタビなどの様々な山菜 
山葡萄などの天然の果物 
留萌産の米・小麦・そば粉・かぼちゃなど 

食資源 

農産物 

チバベリの歴史・文化 
留萌市・留萌川・留萌港など、地域の歴史 文化 
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６．留萌エコ村の目指す姿 

留萌エコ村では、以下のことを目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

留萌エコ村の目指す姿 

水の大切さや、留萌ダムについて広く学び周知します。 

留萌ダムに関連する歴史的な背景から留萌を知り伝承します。 

留萌ダム流域（上流から下流）を利活用した事業で留萌を売り込みます。 

自然空間の中での遊び心を育みながら、大切な自然環境を守ります。 

関係する諸団体や様々な機関と情報を共有し、元気なエコ村をつくります。
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７．留萌エコ村活動憲章 
留萌エコ村活動憲章は、留萌エコ村がどのような活動を行っていくのか、その方向性

を示すものです。 
 

1.水の大切さや、留萌ダムについて広く学び周知します。 
留萌エコ村では、「留萌エコ村立ちばべり學校」の授業を通じて水の大切を学びます。 
留萌エコ村では、留萌の地域資源である留萌ダムについて学びます。 
留萌エコ村では、留萌ダムの役割や大切さを広く伝えます。 

 
2.留萌ダムに関連する歴史的な背景から留萌を知り伝承します。 

留萌エコ村では、地域の歴史を大切にします。 
留萌エコ村では、留萌ダムがつくられるまでの経緯について学びます。 
留萌エコ村では、留萌ダムがつくられるチバベリの歴史について学び、伝えます。 

 
3. 留萌ダム流域（上流から下流）を利活用した事業で留萌を売り込みます。 

留萌エコ村では、「ふるさと探検」などを行いながら、留萌ダム流域の地域資源の再

発見に努めます。 
留萌エコ村では、留萌ダム流域の地域資源を広く知ってもらうために情報発信を行

います。 
留萌エコ村では、留萌ダム流域の地域資源を活かして留萌を売り込む活動を行いま

す。 
 
4. 自然空間の中での遊び心を育みながら、大切な自然環境を守ります。 

留萌エコ村では、「山菜とり」や「キノコ採り」など留萌ダム流域の自然を楽しむ活

動を行います。 
留萌エコ村では、自然を体験・楽しむ活動を通じて遊び心を育みます。 
留萌エコ村では、植樹など大切な自然を守る活動を行います。 

 
5. 関係する諸団体や様々な機関と情報を共有し、元気なエコ村をつくります。 

留萌エコ村では、留萌開発建設部や留萌市役所、森林管理署など関係する行政機関

と情報の共有を行いながら協働で活動を行います。 
留萌エコ村では、留萌を元気にする活動を行っている様々な団体と連携して活動し

ます。 
留萌エコ村では、人との交流を進め、たくさんの留萌ファンをつくるようにします。 
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 ８．留萌エコ村の活動計画 
留萌エコ村では、留萌ダム周辺及び留萌の地域資源を活かしながら四季折々の活動を

持続的に行っていきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

留萌ダム周辺の森林での樹液とり 
留萌ダム周辺での春の山菜とり 
植樹 
拠点づくり 
留萌川下り 

留萌ダム周辺および森林でのクワガタ・カブトムシとり 
植物を使ったハガキづくり 
コクワ採りとジャムづくり 
育林活動・野遊び 
留萌川や留萌ダムの水質調査 
森の素材を使ったなつの工作教室 
右沢の奥の温泉、石油沢、砂金沢の探検 
水に親しむ環境づくりと遊び 

リースづくり 
留萌産小麦での手づくりパンづくり 
間伐体験 
基地づくり・笹小屋づくり 
きのこ探しときのこ汁 
サケの遡上見学 
留萌産のそば粉を使ったソバ打ち 

かんじきツアー 
語り部のお話し会 
留萌ダム周辺の粘土を使った陶芸 

夏 

春 

秋 

冬 
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９．これまでの経緯 
 
●検討会の開催結果 

開催日 名称 主な検討内容 

H18.10.24 第 1 回検討会 ・ダム水源地域ビジョンとは 

・留萌ダムの概要説明 

H18.12.20 第 2 回検討会 ・ダムと周辺地域の資源の活用方法 

・「ダム周辺環境整備計画」のアイディア 

H19.2.28 第 3 回検討会 ・ダムと周辺地域の資源の具体的活用方法 

H19.7.1 第 4 回検討会 

ダ ム 現 地 見 学

会 

・現地体験会（ダム堤体、マルチング・混植箇所、ビオトープ試験地、幌糠産

そば打ち体験） 

・平成 19 年度の進め方について 

・平成 19 年度に取り組む企画案 

H19.9.13 第 5 回検討会 ・秋の実践活動について 

・検討委員の交代について 

H20.1.24 第 6 回検討会 ・組織づくり 

・構想づくりの今後のスケジュール 

H20.3.16 第 7 回検討会 

冬の活動 

・留萌ダム水源地域ビジョンについて 

・陶芸教室 

H20.6.15 第 8 回検討会 

春の活動 

・春のハイキング 

・今後の各課会議の進め方について 

・開村式の内容について 

H20.8.25 第 9 回検討会 ・平成 20 年度の活動内容について 

・開村式の具体的な内容について 

・行動計画書について 

H20.9.22 第 10 回検討会 ・開村式の具体的な内容について 

・行動計画書について 

H20.11.20 第 11 回検討会 ・行動計画書及び手交式 

・試行活動、活動資金 
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●企画会議・各課会議の開催結果 
開催日 名称 主な検討内容 

H19.7.30 第 1 回企画会議 ・名称、活動内容、活動拠点、今後について 

H19.8.28 第 2 回企画会議 ・実践活動について 

H19.10.3 第 3 回企画会議 

(拡大会議) 

・秋の実践活動の概要について 

・拠点づくり秋の工作づくり、食 

H19.11.21 第 4 回企画会議 ・秋の実践活動の反省 

・留萌ダム水源地域ビジョン 

H19.12.13 第 5 回企画会議 ・秋の実践活動の経費についての報告 

・留萌ダム水源地域ビジョン（今後の進め方）について 

・検討会について 

H20.7.17 第 1 回各課会議 ・平成 20 年度のスケジュールについて 

・開村式の内容について 

H20.7.31 第 2 回各課会議 ・開村式の具体的な内容について 

H20.9.5 第 3 回各課会議 ・開村式の具体的内容について 

・行動計画書について 

H20.10.30 第 4 回各課会議 ・行動計画書手交式について 

・行動計画書について 

・試行活動について 
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●試行活動の開催結果 

 

○現地見学会（留萌ダム） 
1)開催概要 
・日 時 平成 19 年 7 月 1 日（日） 9：00～12：30 
・開 催 場 所  留萌ダム建設現場 
・参 加 者 検討会委員：13 名 

  関係行政機関・事務局：25 名      合計 38 名 
 

2)議事次第 
・ダム堤体及びダム下環境整備地区の見学 
・マルチング・混植箇所の見学 
・ビオトープ試験地の見学 
・蕎麦うち体験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ダム堤体見学の様子① 

▲マルチング・混植箇所の見学の様子 ▲蕎麦うち体験の様子① 

▲ダム堤体見学の様子② 
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○秋の実践活動 

1)開催概要 
・日 時 平成 19 年 10 月 13 日（土） 10：00～15：00 
・開 催 場 所  留萌ダム建設現場 
・参 加 者 検討会委員：10 名 

  関係行政機関・事務局：21 名      合計 32 名 
 

2)議事次第 
・拠点づくり・きのこ探し 
・秋の工作 
・留萌ダムのちょっといい話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲きのこ探しの様子 

▲べこもちづくりの様子 

▲工作の素材探しの様子 

▲リースづくりの様子 
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○冬の活動 

1)開催概要 
・日 時 平成 20 年 3 月 16 日（日） 10：00～12：00 
・開 催 場 所  留萌中央公民館 工作室 
・参 加 者 検討会委員：5 名 

  関係行政機関・事務局：9 名      合計 14 名 
 

2)議事次第 
・留萌ダムの粘土の話し 
・陶芸教室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▲説明を聞いている様子 

▲陶芸の様子 ▲陶芸の様子 

▲陶芸の様子 
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○春の活動 

1)開催概要 
・日 時 平成 20 年 6 月 15 日（日） 10：00～12：00 
・開 催 場 所 留萌ダム周辺（留萌南部森林管理署が管理している林道） 
・参 加 者 検討会委員：8 名 

  関係行政機関・事務局：11 名      合計 19 名 
 

2)議事次第 
・春のハイキング（ダム周辺の植物などのパンフレットを事前作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

▲集合写真 

▲ハイキングの様子 ▲昼食の様子 

▲ハイキングの様子 
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○留萌エコ村開村式 

1)開催概要 
・日 時 平成 20 年 9 月 28 日（日） 10：00～13：30 
・開 催 場 所 幌糠小学校、留萌ダム周辺 
・参 加 者 検討会委員：8 名 

  一般参加者：13 名 
  関係行政機関・事務局・報道関係者：24 名     合計 45 名 

 
2)議事次第 

１．開会 
２． くす玉割り 
３．留萌エコ村村長の挨拶 
４． 留萌エコ村の目指す姿の紹介 
５． 留萌ダム建設事業所長の挨拶 
６． 留萌エコ村村役場職員の紹介 
７． 留萌ダムとチバベリの歴史の紹介 
８． 記念植樹と記念撮影 

   ９．昼食 
  １０．留萌ダムの見学 
  １１．閉会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲開村式（くす玉割り）の様子 ▲記念植樹の様子 

▲記念撮影の様子 ▲留萌ダムの見学の様子 
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●留萌ダム水源地域ビジョン検討会のメンバー 
 
No. 氏名 ふりがな 

1 石井 清 いしい  きよし 

2 近江 美智子 おうみ  みちこ 

3 岡田 智子 おかだ  さとこ 

4 角谷 亨仙 かどや  ゆきひさ 

5 蔵根 倫美 くらね  ともみ 

6 下家 幸代 げや   さちよ 

7 佐藤 太紀 さとう  たいき 

8 真田 哲雄 さなだ  てつお 

9 宍戸 隆好 ししど  たかよし 

10 高橋 信郎 たかはし のぶお 

11 田巻 美恵子 たまき  みえこ 

12 出村 義三 でむら  よしぞう 

13 富田 直樹 とみた  なおき 

14 中尾 淳 なかお  あつし 

15 廣島 昌美 ひろしま よしみ 

16 飛渡 秀穂 ひわたり しゅうほ 

17 松本 衆司 まつもと しゅうじ 

18 村山 ゆかり むらやま ゆかり 

19 室田 強志 むろた  つよし 

20 森  義和 もり   よしかず 

21 岡田 尋子 おかだ  ひろこ 

22 渡辺 一夫 わたなべ かずお 

23 渡會 一 わたらい まこと 
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●留萌ダム水源地域ビジョン検討会事務局及びオブザーバー 
 
関係機関 

事務局 留萌開発建設部 留萌ダム建設事業所 

留萌開発建設部 治水課、留萌開発事務所 

留萌市 産業建設部都市整備課 

北海道留萌支庁 地域振興部地域政策課 
オブザーバー 

留萌南部森林管理署 
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１０．これからの留萌エコ村 
 
●留萌エコ村の推進体制 

留萌エコ村の推進体制は以下のとおりです。教育委員会・環境課・企画課などを設け

て役割分担を行います。実践活動などの検討は、村長と各課の課長による留萌エコ村役

場会議で留萌エコ村の運営・企画などを検討して、留萌エコ村メンバーが全員出席する

留萌エコ村議会で意思決定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

留萌エコ村 

村長：中尾 

留萌エコ村役場会議 

留萌エコ村の運営、活動の企画などを検

討する会議 

中尾、村山、蔵根、飛渡、廣島 

教育委員会（委員長：村山） 

留萌エコ村立ちばべり學校の運営・講座

の開設 
【3 つの柱】 
①留萌を「学ぶ」 
②留萌を「体験」する 
③留萌の「食」を楽しむ 

【ちばべり學校長】 
蔵根 

【スタッフ】 
村山、真田、蔵根、近江、角谷、 

留萌エコ村議会 

留萌エコ村の意思決定機関 

留萌エコ村メンバー全員 

環境課（課長：飛渡） 

自然環境に関わる事業を企画・実施 
【スタッフ】 
飛渡、岡田、下家、高橋、出村、渡會

企画課（課長：廣島） 

会議の召集、広報宣伝の検討 
【スタッフ】 
廣島、石井、松本、森、矢吹 

※「検討会」が「留萌エコ村議会」へ移行 

村の郵便屋さん 

幌糠地区との連絡・連携 
石井 

監査役：室田 

活動資金・口座の管理、監査 
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●留萌エコ村のメンバー 
留萌エコ村のメンバーは、留萌エコ村構想を検討してきた留萌ダム水源地域ビジョン

検討会のメンバーによって構成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所属 役職 名前

留萌エコ村長 中尾
なかお　　あつし

    淳

教育委員会 留萌エコ村立ちばべり學校長 蔵根
くらね

　 倫美
ともみ

委員長 村山
むらやま

 ゆかり

近江 美智子
おうみ　 みちこ

角谷
かどや

　 亨
ゆきひさ

仙

真田
さなだ

　 哲雄
てつお

田巻
たまき

 美恵子
　みえこ

環境課 課長 飛
ひわたり

渡 　秀
しゅうほ

穂

下
げや

家　 幸代
さちよ

岡田
おかだ

　 智子
さとこ

高橋
たかはし

 　信郎
のぶお

出村
でむら

　 義三
よしぞう

渡會
わたらい　まこと

  　一

企課課 課長 廣島
ひろしま

 　昌美
よしみ

石井　   清
いしい　   きよし

森
もり　よしかず

   義和

松本
まつもと

 　衆司
しゅうじ

岡田
おかだ

 　尋子
ひろこ

村民 富田　直樹
と みた なお き

佐藤
さとう

　 太
たいき

紀

宍戸
ししど　　たかよし

 　隆好

室田
むろた

　 　強
つよし

志

渡辺
わたなべ

 　一夫
かずお
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●今後の留萌エコ村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

○人材の確保 

→活動の一般参加者などに対して、構成員を募集するなどして、人材を確保する

ことが必要です。 

 

○コミュニティビジネス化の検討 
→持続的な活動のためには、収益性の確保が必要となり、コミュニティビジネス

が必要になります。留萌川流域に存在する地域資源を商品化や、流域の人材も

地域資源としてとらえ、中長期的視点で取り組むことが求められます。 
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【参考資料】  留萌エコ村の活動資金 

留萌水源地域ビジョン検討会では、行政の補助金や助成金を前提としないで委員の意

思で継続した活動を行いたいとの要望がありました。そこで、留萌エコ村は活動の自立

を目指し、将来的にはツアー（山菜取りやソバ打ちなど）への参加を有料（参加費 2,000
～3,000 円）とすることで活動資金を確保することにしました。 

積み立てた留萌エコ村の活動資金は、検討会で作成した活動資金の運用や口座の開設

のためにつくった会則を基に留萌エコ村監査役が通帳管理します。収支については情報

を公開することで使途の透明性を確保します。 
 
■活動資金の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
留萌ダム水源地域ビジョン検討会事務局 

氏 名 ふりがな 所  属 年度 

諏訪 義雄 すわ よしお 留萌ダム建設事業所 所長 H18～19 

矢部 浩規 やべ ひろき 留萌ダム建設事業所 所長 H20 

中山  惇 なかやま あつし 留萌ダム建設事業所 副長 H18～20

吉田 登志正 よしだ としまさ 留萌ダム建設事業所 副長 H18～20

嶋宮 政樹 しまみや まさき 留萌ダム建設事業所 工務班長 H18～19

橘内 英治 きつない えいじ 留萌ダム建設事業所 工務係長 H18～20

桃枝 英幸 もものえ ひでゆき 留萌ダム建設事業所 第一工務係長 H18～20

亀井 尚 かめい ひさし 留萌ダム建設事業所 環境係長 H18 

伊藤 昌弘 いとう まさひろ 留萌ダム建設事業所 環境係長 H19～20

岡本 政行 おかもと まさゆき 留萌ダム建設事業所 調査設計班長 H18～20

若松 延幸 わかまつ のぶゆき 留萌ダム建設事業所 計画係長 H18～20

西田 貴博 にしだ たかひろ 留萌ダム建設事業所 計画係技官 H18 

金谷 将志 かなや まさし 留萌ダム建設事業所 計画係技官 H19～20

 

ツアーへの参加費 留萌エコ村の活動資金

『留萌エコ村構想会則』 

を基にエコ村企画課長が管理

情報公開により

透明性を確保 
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 留萌ダム水源地域ビジョン検討会の目的と構成 

●目 的 ●構 成 
「留萌ダム水源地域ビジョン」とは、留萌ダムが建設さ
れる水源地域（チバベリ川）及び流域（留萌川）の自治
体である「留萌市」、そこで生活する「留萌市民」が留萌
ダムを建設・管理する「留萌開発建設部」と共同で策定
する水源地域活性化のための行動計画です。 

留萌ダム水源地域ビジョン検討会では、ダム周辺の森
林や道路を管理する「留萌南部森林管理署」、「留萌支庁」
と連携し、水源地域活性化のための行動計画について議
論していく予定です。 

・検討会委員 27 名（一般公募による留萌市民）
・留萌開発建設部（ダム事業者、河川管理者） 
・留萌市役所（水源地及び流域自治体） 
・留萌南部森林管理署（国有林管理者） 
・留萌支庁（道道留萌北竜線管理者） 

 

2007年1月発行 

第 2 号 

留萌ダム水源地域 

ビジョン検討会だより 
 

平成 18 年 12 月 20 日（水）18 時より、留萌市中央

公民館で「第 2 回留萌ダム水源地域ビジョン検討会」

が開催されました。 

はじめに、全体会議形式で前回の内容の確認や質

問への回答、留萌ダム周辺整備計画（案）について説

明を行いました。そして、後半は検討委員が 3 つの班

に分かれて意見交換を行いました。 

検討会には 14名の検討委員と関係行政機関が参加

し、師走の寒さを吹き飛ばすほどの熱気に包まれなが

ら、20 時 50 分に終了しました。 

｢第2回留萌ダム水源地域ビジョン検討会｣開催しました。 

◆第2回検討会プログラム◆ 

１．開 会 

２．第 1 回検討会について 

（1）検討会の振り返り 

（2）検討会で出された質問への回答 

３．留萌ダム周辺環境整備について 

４．意見交換（班会議） 

 

 

 

 

 

 

 

５．質問事項の確認 

６．閉 会 

意見交換のテーマ 
留萌ダム及びその周辺を地域の資源
として 
・「こんなふうに使っていきたい」

という具体的なアイデイア 
・「ダム周辺環境整備」の具体的な

アイディア

▲全体会議の様子 ▲留萌ダム周辺の生物情報やチバ
ベリの空撮写真を会場に貼り出
しました。 
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班会議の中で出た主な意見 

今後の予定 

■留萌ダム水源地域ビジョンに関するお問合せ 

国土交通省北海道開発局留萌開発建設部 留萌ダム建設事業所 
留萌ダム水源地域ビジョン事務局（担当：環境係） 
〒077-0037 北海道留萌市沖見町3 丁目91 番 
電話：0164-42-5831 Fax：0164-42-0195 

第 3 回留萌ダム水源地域ビジョン検討会は、2 月下旬～3 月上旬に開催予定です。 

今後は、留萌ダム周辺での活動や取り組みについて、より具体的なプランとして考えていきたいと

思います。 

 
 
・留萌ダムに関する市民理解がまだまだ浅いので、積極

的にわかりやすい情報を提供して欲しい。 
・理解が得られれば市民の協力も得やすいものになると

思われる。 

・ダムサイト周辺は高規格道路の中継地点となるため、

近隣町村との連携を図るべきである。 

・魚類の放流・養殖についての賛否意見 
・自然が移り変わる景観を楽しむ事が重要である。 

その他 

 

・以下のような案が出されました。 

水辺をつなぐサイクリングロード、展望台、クライミン
グウォール、自然を活かした遊歩道、広場、浮き桟橋等

ダム周辺地域でしたいこと、できること 

 

 

■人が関わる・訪れる魅力のあるものに！ 
・学校の授業で利用したり、家族で定期的に訪れたくな

る魅力ある空間に。 

・市民がかかわるスペースが設けられるとよい。 

■水辺・自然環境を生かしたものに！ 
・安らぎを与える水辺や周辺の自然環境を生かしたも

の・景観を楽しめるものとなるとよい。 

■利益を生むものも必要！ 
・ビジネスにつながるようなアイディアを出していかな

ければならない。 

■維持管理にお金がかからないように！ 
・維持管理に配慮して手間のかからない設備になるよう

な工夫が必要である。 

今後の検討会で目指すこと、考えること 

▲最後に班会議の結果を発表しました。 

▲いろいろな年代の委員が参加しています。 

▲活発に意見交換が行われました。 
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2007年4月発行 

第 3 号 
留萌ダム水源地域ビジョン検討会だより

2 月 28 日、「第 3 回留萌ダム水源地域ビジョン検討会」を開催しました。 

▲和やかなムードでいい笑顔がみられました！ 

◆第3回検討会プログラム◆

１．開 会 
２．水源地域ビジョンについて 
３．前回いただいた質問への回答 

①一酸化鉄はどうなった？ 

②周辺整備施設の維持費はどれくらい？ 

③魚道はつくるの？ 

④コミュニティビジネスの具体案 

⑤ダムが完成したら幌糠の気温はどうなる？

⑥ダムっていくら？（市民一人あたりの負担）

４．本日の意見のテーマについて 
これまでの検討会で出されたキーワー

ドを参考に 

「具体的に活動として取り組んでい
けそうなもの」 

５．意見交換 
６．今後のスケジュールについて 
７．閉 会 

これまで 2 回の会議を行っていましたが、水源地域ビジョンと

はどのようなものか、ということはなかなか難しく、よくわか

らないというご意見が聞かれたため、全体会議の中で、改めて、

水源地域ビジョンの目的や進め方について説明をしました。 

水源地域ビジョンとは、「留萌ダムができる地域の皆さんが、

ダムをうまく活用し、地域が元気になっていけるように、地域

の皆さんと行政が協力して知恵を出し合い、どんなことができ

そうか、役割分担はどうしたらよいか等を考え、「ビジョン」＝

「計画」をつくって実行していく」ということです。 

この計画づくりは、市民の皆さんや関係行政機関が協力してつ

くっていきます。平成 18 年度から検討を始めましたが、計画は

平成 19 年度末までにまとめる予定です。委員の皆さんのご意見

をうかがいながら進め方も検討していきます。 

・開催日時：平成 19年 2 月 28 日(木) 18:00～20:15 

・開催場所：留萌市中央公民館 

・参加者数：検討委員 13 名 

 

はじめに、全体会議で、「水源地域ビジョンの目的や

進め方」についての再説明と、前回の検討会でいただい

た質問に対し回答を行いました。 

その後、休憩を挟んで、約 1 時間程度、3つの班に分

かれて班会議を行いました。 

これまで 2 回にわたる検討会でだされた、各委員の興

味のある活動や関心事の意見を参考に、班会議のテーマ

は、「今後、水源地域ビジョンで具体的に活動として取

り組んでいけそうなものは？」としました。 

「水源地域ビジョン」ってなんだろう？ 

こんな活動ができるんじゃない？～班会議より

班会議の中で出された意見の分類として、 

①自然の回復・復元につながる活動 

②効果的な情報発信 

③ダムの見学会など人が集まるようなイベント 

④ボランティア・ガイドの育成 

⑤食をテーマにしたツアー 

⑥名物となるものの開発 

 

などの意見が出されました。 

平成 18 年度の 3 回の検討を通じ、ビジョンとしての取り組み

の方向性が見えてきました。平成 19 年度は、実践することで課

題を把握したりアイディアを磨いたり、ビジョンづくりを進め

ていきます。 

以下に各班の主な意見を紹介します。 

31



Ａ 
 

班 

 
●取り組みたい活動の方向 

・自然を復元していく取り組みを段階（個人、少
人数の仲間、組織）をふんでいく。 

・情報発信（魅力の発信）の工夫が必要である。 
 
●主な意見 

・ダムの建設に伴い壊してしまった自然を保護・
復元していくことが大切である。 

・人が憩えるように最低限の施設と、ダムを活用
する人をサポートできるような体制・システムが
あるとよい。 

・周辺環境の魅力の発信の仕方を工夫すること
が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 

班 
 

●取り組みたい活動の方向 
・活動のテーマを「市民が関われるダム」「市民が

ふれあうダム」「市民を育てるダム」とする。 
・子ども・学校を対象に、親子に活動を広げる。 
・まずはダムウォッチングを試験的に行いその仕

組みを他に応用していく。 
 

●主な意見 
・活動主体として、検討会メンバー・地域の住民を

ガイド役やボランティアとして育成してはどうか。 
・ダムは立地条件（まちから近いなど）がよいので

活動する上で期待できる。 
・ダムができて人が集まることで生じる問題につい

ても考える必要がある。 

Ｃ 
 

班 

 
●取り組みたい活動の方向 

・食ツーリズムのようなツアーならできる。地元のもので名
物をつくる 

・しっかりとビジネスになるものを考える。 
 
●主な意見 
・ダムだけでは人は呼べない。箱物をつくるのではなく、素

敵だと思うもの、例えば、景観や生きものなど自然を活
かすことが大事である。 

・次世代に夢や希望が残るように。 
・留萌に海を見に来る人はいる。ダムが山や川の自然の

魅力や利用を伝える場所になるのではないか。 
・食や活動の拠点があってダムに立ち寄り、ついでに海ま

で足を伸ばす形になるとよい。 
・植樹する場合、造園的なものではなく自然に近い形にす

るほうがよい。 

班会議で出された主な意見 

■留萌ダム水源地域ビジョンに関するお問合せ 

国土交通省北海道開発局留萌開発建設部 留萌ダム建設事業所  

留萌ダム水源地域ビジョン事務局（担当：工務係） 

〒077-0037 北海道留萌市沖見町 3 丁目 91 番 電話：0164-42-5831 Fax：0164-42-0195 

次回のお知らせ：第 4回留萌ダム水源地域ビジョン検討会は６月頃の開催を予定しています。 

▲少しずつ、委員の皆さんの関心ある活

動が見えてきました 

▲具体的な活動について話し合

うと、課題も見えてきます。

 

▲活動を展開していくためには、必要な情報がたくさん

あるという意見が出されました。 
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